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▲

２年生の皆さんへ…期待と不安の入り交じった入学式から１年。みなさんの中学校生活のスタ

ートは、新型コロナウィルスによる緊急事態宣言が発出されていましたね。学校での取組や行事

では、感染症拡大防止のため、上級生の活動している姿を直接見る機会の本当に少ない１年とな

りました。それでも、多くの行事に取り組み、どんどん難しくなる学習に立ち向かいました。初

めてのことも多く、やっと１年間が終わった感じでしょう。しかし、中学校は３年間。この１年

で、部活では、３年生が引退し一番上になります。生徒会長も各種委員会の委員長も皆さんの中

から選ばれます。七条中学校の中心はみなさん２年生になるのです。授業日数も学習内容も最も

多く、しっかりと学力をつけなければなりません。中学校生活で最も充実するのが２年生です。

何事にも一生懸命真剣に取り組んでください。がんばれ２年生！▲

３年生の皆さんへ…義務教育最後の年になりました。この１年は「最後の○○」ばかりです。

行事・部活・学習など、ひとつひとつに全力を尽くしてください。後悔するのはもったいない！

最高の笑顔、最高の思い出を胸にして卒業してほしいと願っています。「卒業」ということは、

ひとつの大きな分かれ道にきたということです。その先は自分の力で選ばなくてはいけません。

自分が熱中できるもの、夢中になれるものを見つける一年にしましょう。それが見つかれば、自

分の前に立ちはだかる壁にも向かっていくことができます。大志を抱け３年生！

１年生のみなさん、七条中学校への入学、おめでとうございます。ようこそ、七条中学校へ！！

３月１５日の中学校の卒業式から以後、みなさんの入学を楽しみに待っていました。みなさん

や、保護者の方にとっては、不安なこともあるでしょうが、熱心で優しい先生方がたくさんいま

す。心配しないで下さい。また、２・３年生の先輩達も皆さんの入学を心待ちにしていました。

この中学校の先輩の姿は１年生のみんなにとってよい「見本」となることでしょう。

◆中学生になって、君たちよりも一足先に成長したお兄さん、お姉さんがいっぱいいますよ◆

【保護者の皆様へ】

令和3年度は、新学習指導要領のもと、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業実践をさらに進めて参ります。新しい教育課程の中で昨年度までとの大き

な変更点として、教科学習の成績についてはすべての教科が3観点（「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」）による評価評定となり

ます。また、GIGAスクール構想の計画的・積極的推進に努めて参ります。一方、七条中学校では、教職員一人一人が生き生きとした姿で子どもに向き合いながら、授業

改善や自己研修に取り組む時間を確保することで、次代へつなぐ「一人一人の子どもを徹底的に大切にする」教育の質の向上をめざし、以下の取組を進めて参ります。

①新型コロナウィルス感染拡大防止の取組と教育活動の両立 ②生徒や地域の実態を踏まえた事業の見直しや精選 ③電話対応終了時刻18時30分の設定

④校務支援員や部活動指導員等の配置 ⑤部活動ガイドラインの遵守 ⑥完全下校17時（延長可）の通年実施

保護者の皆様におかれましては、子どもの学びや育ちの充実に向けた学校づくりの取組について、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

七条中学校だより2021

「就学援助」及び「総合育成支

援教育就学奨励費」制度の

お知らせ

京都市では、お子さんが市立小・

中学校へ就学するにあたり、経済的

な理由によりお困りの保護者に対

し、学用品費や給食費などを援助す

る就学援助制度を設けています。な

お、市立小学校卒業時に就学援助の

認定を受けていた場合、新規の申込

は不要です。継続の案内は別途お知

らせします。

※新型コロナウィルス感染症の影響

により家計が急変する等、経済的な

理由でお困りの場合は、収入状況の

悪化がわかるものをご提出いただく

こと等により認定できる場合がある

臨時措置を設けています。まずは、

学校にご相談ください。

また、育成学級に在籍しているお

子さんのご家庭や、普通学級に在籍

し、総合支援学校に通う程度の障害

があるお子さんのご家庭に対し、学

用品費等の一部を補助する総合育成

支援教育就学奨励費制度も設けてい

ます。

申込みの手続きやご相談・ご質問

がある方は学校までお申し出くださ

い。 （☎075－313－0972）

いろいろな小学校からの入学！人間関係が広がります！！

充実の２年生を！ 大志を抱け３年生！

令和3年度 学校教育目標
「自主・自立・共創（コ・クリエイティブ）」

～社会や人とのつながりの中で 自らを律し 主体的に学び

共に未来を創造する生徒の育成～

【めざす生徒像】

・命を大切にし、他人の良さや違いを認め、共に尊重しあう生徒

・よりよい社会の創造をめざし、主体的に共に学ぶ生徒

・優しさと思いやりをも持ち、

自分につながるすべての人と共に感動する生徒

・自らを律しルールを守り、共に生きる生徒

令和3年度【七条中学校エリア「子どもの本気」】

・私たちは、お互いに思いあって相手を大切にします。

・私たちは、自ら学び、自ら習います。

・私たちは、自分で考えて行動します。

「行為の意味

～青春前期のきみたちへ～」

宮澤 章二

あなたの「こころ」はどんな形ですかと、

人に聞かれても答えようがない

自分にも他人にも「こころ」は見えない

けれど、ほんとうに見えないのであろうか

確かに「こころ」はだれにも見えない

けれど「こころづかい」は見えるのだ

それは、人に対する積極的な行為だから

同じように胸の中の「思い」は見えない

けれど「思いやり」はだれにでも見える

それも人に対する積極的な行為なのだから

あたたかい心があたたかい行為になり

やさしい思いがやさしい行為になるとき

「心」も「思い」も初めて美しく生きる

それは、人が人として生きることだ

新着任の教職員
よろしくお願いいたします。

国語科 遠藤 智絵 先生

国語科 万徳 まり 先生

社会科 村上 博之 先生

社会科 寺石 慧 先生

社会科 真鍋 香 先生

数学科 松川 勇斗 先生

理 科 清水 雅幸 先生

理 科 徳永 修一 先生

美術科 村井 達也 先生

保健体育科 辻 泰之 先生

保健体育科 鈴石 直樹 先生

技術科 土田 一夫 先生

英語科 藤原 有佐 先生

英語科 中富智恵美 先生

英語科 今津 賢人 先生

英語科 浦田 辰也 先生

育 成 五十嵐眞理子先生

総合育成支援員 林 真帆 先生


